









ト “glassdoor” は、米国の “50 Best Jobs” （人気職業ランキング）を発表している







年度）ですでに 5 年目になる。2019 年度はデータサイエンスを概観する概論、
統計学を中心とした入門、スキルを伸ばすための応用など 6 科目群全体で、前・
後期合わせて延べ 300 名を越える履修登録があり、人気の科目群のひとつに成長























2019 年度の「データサイエンス概論」は、前期 2 クラス、後期 2 クラスとなっ
ている。この原稿の執筆時点では、後期のクラスが開講中なので、終了した前期
の 1 クラス分をサンプルデータとして扱う。図 1 は、その前期の 1 クラス分の履
修動機をまとめたものである。データサイエンスそのものに興味があり、詳し
く学びたいと思っている学生が 47%、数学や IT の苦手意識を克服したい学生が
20%、就活や資格取得など社会人になってからも役に立つスキルを身に着けたい



































自由記述形式で書き込みできるように設定している。第 2 回から第 14 回まで
の途中の回でも、毎回授業の終わりに理解度や要望を 50 ～ 300 字程度の自由記
述形式で書いてもらっている。第 1 回から第 15 回までのアンケート調査には、
Microsoft Forms (8) を使用して、学生のコメント文をデジタル的に収集している。
4. 第 1 回授業前と第 15 回授業後の学生コメントの比較分析と結果
図 2 は、表 1 の用語 (1 ～ 10) に対する第 1 回授業前（以下、Before で表す）
と第 15 回授業後（以下、After で表す）の学生の認知度を Microsoft Forms によ
り集計し、出力したものである。分析サンプルとしてのコメント数は、Before が





用語 (1～10) 用語 (11～20) 
データサイエンス (Data Science) 人工知能（AI: Artificial Intelligence） 
ビッグデータ (Big Data) 機械学習（Machine Learning） 
データセンター (Data Center） ニューラルネットワーク 
（神経網: Neural Network, 略称: NN） 
データウェアハウス (Data Ware House) ディープラーニングまたは深層学習 
（Deep Learning） 
テキストマイニング (Text Mining) サポートベクターマシン 
（Support Vector Machine, SVM） 




データクレンジング (Data Cleansing)  IBM Watson  
（アイ・ビー・エム・ワトソン） 
ダークデータ（Dark Data)  Microsoft Azure 
（マイクロソフト・アジュール） 
データレイク（Data Lake）  Google Tensor Flow 
（グーグル・テンソルフロー） 












ていないのか、Before と After のアンケートの集計だけでは分かりにくいので、
途中回のコメント文の追跡も大切である。
図 3 には、興味深い点がいくつかある。用語 (11 ～ 20) は、人工知能 (AI) に関
係した用語である。AI に関しては、高校において学習してきたためか、Before
の段階でほとんど認知されており、機械学習についてもかなり認知されている結
果となっている。Before では、他の用語に関しても、図 2 のデータに関する用語
と比較して、認知している割合が多くなっている。
After になると、AI および機械学習もよく理解していて、他者に説明できる割
合が増え、授業でツールとして使用してきた IBM Watson、Microsoft Azure など
図 2. データに関する用語の学生の認知度比較











AI に関する認知度のスコアは Before と After であまり変わらないが、その質が
大きく変化することが挙げられる。これらの理由は、途中回のコメントを追跡す
ることで明らかとなっていく。
図 4 は、Before と After の自由記述形式の学生コメントを、ワードクラウド
で表したものである。ワードクラウドの出力には、ファンブライト ラボのワー






図 5 ～ 7 に、形態素解析関連の結果の中から、単語出現頻度および共起キー
ワードを例として示す。Before と After の学生コメントに対して、ユーザーロー
図 3. 人工知能 (AI) に関する用語の学生の認知度比較





比較 (Before: 第1回授業前、After: 第15回授
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図 4. 学生コメントのワードクラウド例（Before: 第 1 回授業前、After: 第 15 回授業後） 
図 5. 学生コメントの単語出現頻度（Before: 第 1 回授業前）
Before
After
図 4. 学生コメントのワードクラウド例 (
後)
Before: 第1回授業前 A  15回授業
図 5. 学生コメントの単語出現頻度 (Before: 第1回授業前) 
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カルのテキストマイニングツール (10) を使って出力した例を示す。図 5、図 6 は、
Before と After の学生コメントの単語出現頻度をそれぞれ示す。名詞、動詞、形
容詞、感動詞に分けて出力している。出現回数が多い単語でも、意味が薄い、あ
まり重要ではないことがあるので、重み付けした特徴語を抽出するためのロジッ
クとして、TF-IDF (Term Frequency- Inverse Document Frequency) 法が用いられて




の出現頻度が 17、「AI」が 12、動詞では「わかる」の出現頻度が 30、「知る」が
16 となり、授業で AI への関心が進んだことがわかる。
図 7 は、共起キーワードの出力例である。一緒に出てくる隣接単語を線で結び、
図 6. 学生コメントの単語出現頻度（After: 第 15 回授業後）












る語調（トーン）や感情を定量的に分析するために IBM Watson の Tone Analyzer (11)
を利用している。この Tone Analyzer は言語分析により、テキストから感情と
文体のトーンを検出できる。感情としては、怒り (Anger)、不安 (Fear)、喜び
(Joy)、悲しみ (Sadness) を検出する。文体については、分析的 (Analytical)、確
信的 (Confident)、あいまい (Tentative) なスタイルを検出する。また、この Tone 
Analyzer は、ドキュメントとセンテンスの両方のレベルでトーンを分析できる。
記述されたテキストのトーンは、Tone Analyzer のアルゴリズムを使って計算さ
れる。トーンの数値は、その強さによって 0 から 1 までの間の値を取る。IBM 
図 7. 学生コメントの共起キーワード（Before: 第 1 回授業前、After: 第 15 回授業後）
Before
図 7. 学生コメントの共起キーワード (Be
After 
fore: 第1回授業前、After: 第15回授業後) 
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Watson Tone Analyzer には今のところ日本語対応がないので、学生のコメントは
IBM Language Translator (12) により一手間かけて英訳したものを使って分析する。
図 8 は、Before と After の学生コメントの Tone Analyzer による分析結果である。
怒り、悲しみ、確信的なトーンに関しては、Before、After ともに検出されていない。
不安なトーンは、Before では 0.59 であったが、After では 0 にまで払拭されてい
る。喜びのトーンに関しては、Before は 0.61、After では 0.65 と僅かではあるが
向上している。分析的なトーンは、Before では 0.51 であったが、After では 0.83
まで急上昇している。あいまいなトーンに関しては、Before は 0.69、After では 0.58
とかなり解消している。
5. 第 2 回から第 14 回までの授業途中回の学生コメントの追跡
先に示した IBM Watson Tone Analyzer による第 1 回授業前 (Before)、第 15 回授








図 8. 学生コメントの語調（トーン）分析（Before: 第 1 回授業前、After: 第 15 回授業後）
Anger Fear Joy Sa
【Tones 0～1.00】
0 0.59 0.61Before
0 0 0.65After 
図 8. 学生コメントの語調(トーン)分析 (
後) 
dness Analytical Confident Tentative
0 0.51 0 0.69




































































だまだ多く、AI で補えるところは AI に手伝ってもらい、うまく使っていけ
たらより便利な社会になると思います。
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